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數當８３５６ ８２５６５２ ８２２６６６ 鶏三呂弔》刺三緬戸箭専ひ汁円達ｓ論・計鉾煎
ねること、たべること、遊ぶこと、おきる
こ
と
、
こ
は
い
こ
と
、
お
湯
に
は
い
る
こ
と
、
う
ちへかへること、學校へ來ること、うれし
い
こ
と
いろノーＩなおけいこ、うんどうばでのあそ
び、おともだちのこと、男の子、女の子、
せんせい
舌切雀のはなし、桃太郎さん、うさぎとか
め
、
ナ
ド
澤
山
キ
カ
セ
ル
子供ノ理解シ得ルコト勿論、ナルベク興味
アルモノーーッイテ行フコト
讃本教授中教師〈常二話方綴方トノ結合的
取扱ヒヲ怠ラザルヤウ一一ツトムルコト
言語發表ヨリ漸次文字表現二移ラシムルャ
ウ心得ルコト
話ス通り一一書ク
シタ通り一一書ク
聞イク通り一一書ク
思ツタ通り一一書ク
讃本、板書ノ視鴬、二年になった
室外のもの、繪嵩、人物（何某さん）
卓上、器物中、教室内外、繪薔、特別ナル
モノ存在（私のおもちゃ）
雛灘刈鴎護腎鱸小瀞壯榑駅
のおざしぎ）
お
き
て
か
ら
が
く
こ
う
ま
で
羽礪織總淋矧けゆ鴻肌這い閉脚臓シム
おせきの中、私の机の中
人の顔、この子供（特徴表現）
興味アル事項ヲ題材トシテ記述セシメ發表
ノ動機ヲ刺戟ス
ど
こ
か
へ
い
つ
た
こ
と
鳩（薮）、犬と猫（色）、うさぎとかめ
（形）、からすとす蟹め（大小）
二枚の紙、一一本の筆、一一本の花
うちへかへつてから、夕はんがすんでから
柿とふかん、太郎と次郎
個性ノ發揮創作カヲ刺戟シ思想ト文トノ妥
當
ヲ
知
ラ
シ
ム
題
材
ノ
種
類
例
標準語へ
綴ル氣分ノ喚起
娘輔Ⅱ卿韓川縮鵠
創造能力養成
字ヲ丁寧二書カシム
ョク讃ソデ見ル習慣ヲ此時代カラ
ッ
ケ
ル
脱字、誤字ハナイヵ
ヨ
ク
ワ
カ
ル
カ
・ャ句讃モウッテァルヵ
綴ラウトスル氣分ヲ作ルャウ
鑑賞へ
暗示鯛縣雛騨、話方練習
様と一一状態セシム
列學具体
的
記
述
属性ノー部加味
比較對照的記述
貯鱸勘鰄想
他物二對スル主観的表出法ヲ暗示
ス
ル
モ
可
ナ
リ
二物比較、一物正確
一物ノ（どこに）限定
思索、観察精細
童謡ノ如何ナルモノナルヵヲーホシ
テ可ナラン
指導上注意スベキ事項及
其
他
参
考
事
項
」○「
108 金沢大学教育学部教科教育研究 第17号昭和56年
その他，彼は，「遠足」を題材として書かせ
たものについて，①形式的分類（散文・短歌・
童謡）②思想的分類（叙景・杼情）③題材的分
類（動物・植物・地文・天文・人物・其他）と
分類してその考察を試承たり（｢旅を詩ふ作品を観
る｣)児童の童謡観についての調査・分析を行っ
たり（｢児童から観た童謡｣）している。彼の実践
は，当時の石川県としては，優れた効果を挙げ
たものとして高く評価出来ると言えよう。
積極的姿勢も濃厚に現われている。また，「何
事モ題材トナシ得ルコトヲ知ラシム」と取材範
囲の拡大についても，指導の時間が確保されて
いるなど入門期の綴り方教授のあり方としては
評価すべき点も多い。形式的な系統案の持つ要
素を多分に保有してはいたが，一方では，新し
い綴り方教授のあり方を目指しての系統案作製
であったと言えよう。
５学習指導案例
本節では綴り方の授業が実際にどのような方
法で行われていたか。研究授業を中心にその学
習指導案を取り上げることによって実態を探る
こととしたい。
まず最初に例に挙げるのは，江沼郡京達小学
校の大野茂雄氏の学習指導案である。大正12年
の実践で，対象学年は６年生である。
題材’情的文章
要旨
－，着眼点一情的文章を鑑賞させ創作させ更に批
評鑑賞させたりして特にこの種の文章に対する綴
方の力を伸ばしたい
二，取扱方針一鑑賞批評と創作とを互に連絡して
進承たし、
第１時鑑賞材料「桜の下」高２児童作
「母」児童の綴方（２月）創作予告
第２時創作希望的自由作
第３時推敲個人的指導
第４時批評鑑賞文記述原文は前に配布
第５時批評鑑賞整理一本時一
本時の着眼点前に独自的に批評鑑賞した結果を発
表させ之を相互に研究してお互の批評鑑賞力ひい
ては創作力を培ふ事に資したい
本時の取扱方針
１批評鑑賞の発表は主として情的方面に基礎を
置いたものを取扱ひたし、
２整理指導も特にこの方面に力をそ上ぎたい
３批評等の解決は原文作者の意志を充分尊重し
たい
本時の材料原文批評文
本時の方法
１目的指示
２原作者朗読
４「綴方教授系統案」
大正13年，石川郡では小学校長研究会の名で
綴方教授系統案を公刊している。綴り方教授の
目標を「綴文能力の培養」において，その為に
は，系統性が是非必要だとして作製されたもの
である。児童の生活の実態に即し，能力に即し
て「通俗的にして妥当的なもの」を作ることを
目標においた。従って，題目例には児童の生活
の実態が反映し，指導上の留意事項には，児童
の発達段階が考慮されているところにその特色
があると言って良い。ここには，１．２学年の
分だけを参考までに掲げることにする。
第１．２学年という性格上，記述・推敲指導
における正確な表記が重要視されているのは当
然のことであろう。しかし，「表現階梯」にお
いて「表現意欲の喚起・直観的表現の助成」を
前面に押し出し，取材指導では，生活体験の想
起と題材の拡大が意図され，腹案として，思う
ままに書く，順序を考えて書くなどがその具体
的方策として取り上げられている点，充分注目
に価する。
下表の具体的教授案になると，読本との関連
が意図され，また，例えば，存在の記述，状態
の記述など表現の形式的側面がかなり重視され
て，従来の域を脱していない点も多い。しか
し，家庭生活の中での体験（ねること，たべるこ
と）や学校生活の中での体験（うんどうばでのあ
そび）など，児童の興味ある体験を，「シダ通
り二」「思ツタ通り二」書くなど，児童自身の
生活体験を児童自身のことばで書かそうとする
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３作者自評文発表研究
４批評文発表研究
５教師批評文発表整理
（「石川教育」228号より）
次は，大正15年12月第２２回冬季講話会での研
究授業の指導案であるｄ授業者は師範学校付属
小学校訓導の岡野正策氏で，対象学年は５年生
であった。
題目年の暮
目的年末の状景描写について指導
方法
１自由作（課外）
２自己批正（第１時）
３教師閲読（課外）
４自己批正（第２時）①質疑応答②膝下指導
５鑑賞批評（第３時一本時）①概評②謄写刷
配布③自由読④質問⑤鑑賞批評~よい点，改
ためたい点⑥文話一描写について，その他⑦
他の作品紹介（時間余らぱ）③全作品返付（簡
単に評語を付して置く）
６自己批正（課外）本時の取扱に基づいて更に
各自で批正，再作も亦可
（「第２２回冬季講話会講話要目並学習指導
案」より）
にあまり上手でないのはなぜでせう。
②一同黙読
③膝下指導石野一想の選択について徳丸一言
葉の選択について
総評
①近来は皆中々上手に書けるやうになった。島
本，八井，高尾さん等は今まであまりあらはれ
なかったが，此頃は大へん立派なものを書くや
うになった。
②欠点について
ａ句読点をていねいにつけること
ｂあわてず，落着いてまとまったものをかく
こと
ｃ童謡にはよいものが多かったが，中にはい
ひわけに書いた様なのもあった。書かうと思
ふことをよく選んで書くこと。普通以上の苦
心もいること。
ｄことばの誤り，多くの人がまちがってゐた
もの，「かつどうしやしん」「いつしやう」
を児童に訂正させる。
朗読一鑑賞ｂ批評
誰か自分のを読ゑたい人はないか（引用者注一こ
の後，８名の作文に対し，朗読と鑑賞，批評が順
次行われる。その中から一番短いものを例に挙げ
ておく）
これこ 須田緑
うちにねこが三匹います。それがうちであだけ
たりころがったりすまふをとったりしています。
私が行くとせなかをまるくしておこります。おや
ねこが行くと喜んでちちにさがります。
おやわこがあるくと，そのあとにつれだってあ
るきます。ごはんでもおさかなのほれでもやると
よろこんでたべます。叉おやれこがれず糸でもと
るともってきてやります。するとこれこはlこやん
仁やんといっておやねこのそばへ行って，ふんな
でねずゑをとりあいこしてたべます。私はねこが
大すきです。
絹川うちのえんの下にもこれこがをつてどんな
おもしろかった。おやわこが一匹づ上くはへ
て行ってしまうたわれ･わたし等そばへ行く
とおやねこがおこるわね。
山本ねず糸とりやいこする所が面白い。
松岡せなかをまるくしておこる所など目に見え
るやうでず。
最後に,実際の授業がどのように行われたか，
実践記録の中にその実態を探り出して染ること
にする。実践の時期は大正13年10月で，対象学
年は３年生であった。教授者は師範学校付属小
学校の山本訓導である。
目的多数の作品を作者に朗読させて，之を聞か
せ，鑑賞して批評させる。
＜一時間の実際（要点）＞
作品の返付
①今日は急に時間をかへて綴方にしました。
②今日は自分でなほして貰ふのだがそれをやめ
て，よいのを読んでいただいてよく聴き，よい
点改めたい点を言ひあひませう。
黙読
①一度自分のを読んで見て下さい。自分の書い
たものを読むのは，本をよむよりずっと上手に
読める筈なのに，大ていの人は自分の文を読む
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女子付属主事の久芳龍蔵さんから直接紹介を得て
からである｡」（「石川教育」220号）と述べてい
ることの例でもわかるように，やはり綴り方教授
においてその影響の看過出来ないものがあったと
思う。
なお，「石川教育」に寄せた国語科以外の論考
には次のようなものがある。「県下教育界の片影」
（Ｔ６．４）「軍隊見学の一班」（村井又三郎と連
名）（Ｔ６５，Ｔ６．６，Ｔ６．７）「記念すべき
女教員の活動」（Ｔ６．７）（教授法研究の必要を
述べて修身教授の刷新に及ぶ」（Ｔ９．７）また，
大正９年９月号には「去るに臨ふて」１０年６月号
には横浜から「此の感想果して当を得たるか」な
どの寄稿もある。
(注２）久芳龍蔵氏の『綴り方教授の新研究』につい
ては，滑川道夫氏が「解題・近代日本作文教育史
年表」（「作文と教育」1972年７月号，のち『日
本作文綴方教育史・大正編』）の中で，「『綴り
方に関する＝三文著書=が雨上りの筍の様に現れ
る今日』（｢普通教育」誌）と評される大正元～三
年ごろの状況の中で，この書は芦田の『綴り方教
授』以上に読者を獲得している｡」「久芳の綴り方
教授法は，実践的であり，綴り方教師のなや象に
切り込んだ書としてひろく影響を与えた」とその
影響について解説しておられる。一般的状況でさ
えもそのようであったとすれば，その著者を迎え
た石川県としては，綴り方教授についての関心が
高まったのは当然のことと言えよう。
(注３）随意選題＝自由選題でなかったことに関して
は，滑川氏の著書『日本作文綴方教育史Ｈ』（大正
編）に詳しい。が，氏も同書で述べておられるよ
うに当時そのことが正当に理解されず，むしろ同
じものとして理解されていたのが実態であった。
従って，ここではその実情を踏まえての論述であ
る。
(注４）白尾舜二郎氏の「石川教育」に発表された次
の論考に依った。
「綴方教育に対する卑見」219号（Ｔ１１．７）２２０
号（Ｔ１１．８）222号（Ｔ11.10)225号（Ｔ１２．１）
「私の課題主義」229号（Ｔ１２．５）230号（Ｔ１２．
６）
なお，大正10年１月小倉で行われた芦田恵之助
氏と友納友次郎氏の所謂「立会講演会」につい
て，中内敏夫氏は「生活綴方成立史研究』の中
松田こねこがさわいでゐる所が目に見える。
川北これこのことをもつとくわしく書くとよ
いｏ
沢田こねこが腹立てるのにすきだといふのはお
かしい。
教師上手にかいてあるがもっとくわしくかいて
あればよいね。いくら腹立て上も自分のうち
に居るこれこは可愛ね。
批評一本時の仕事に対して
須田童謡はよかったけれどあとによいのがなか
った。
石野声が小さい。
山本意見をいふ人が少い゜
教師（子供の意見を肯定し）しかしとびぬけたし
のはなかったが承んな上手になった。これから
もっと元気よく意見をいふことにしよう。
備考（反省）相河の「からす」といふ童謡に対し
て，「あ上それは夕やけとした方がよい」といふ
様な適切な言葉が，た堂聞くだけの約束の所へ思
はず飛び出したのなどは嬉しいが，川北や松岡が
節をつけて歌へますとさ▲やいてくれてゐたのに
多数の人におぢてうたひ得なかったのは淋しい。
（『最近思潮』各科学習指導法「石川県師範学
校附属小学校箸，大正14年１月明治図書刊よ
り）
児童の作文も水準に達しており，また，鑑賞
批評での意見も的確であったと言えよう。形式
や系統性を重視する綴り方教授法の立場におけ
る石川県の到達点と見てよいだろう。
（昭和56年４月30日）
(注１）久芳龍蔵氏は，大正３年広，島高師の訓導か
ら，石川県女子師範の教諭に採用された。翌４年
付属小学校新設の際主事となり，９年８月までそ
の職にあったが，９月新設の横浜市岡野小学校長
として赴任し，本県を去った。本県における活動
は，主事としての性格上，綴り方の承に力を注ぐ
わけにはいかず，「石川教育」に寄せた論考をＺＡ
ると，国語に関しては，大正７年７月号(173号）
の「国語読本の特色を述べて読み方教授の態度に
及ぶ」の一点の承である。しかし，羽咋郡の白尾
舜二郎氏が「私が友納氏の著書を読匁か上ったの
は，大正六年の夏季講習（羽咋郡主催）に於て前
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で，「……芦田，友納間のやりとりだけをゑてい
ると，あたかも芦田の勝利が導かれたかのような
事態が出てきているにもかかわらず，この論争に
参加した全国教師の動き，それにみあった公教育
の現実の変化如何の問題になると，必ずしもこと
はそうなし崩しには進まなかった。」と述べてお
られる。白尾氏の論考はその一具体例と言うこと
も出来よう。
(注5)友納友次郎氏は『鱸綴方教授の解決｣の中
で次のように述べている。
「私は非自由選題論者でありますが，非自由選題
の意味は自由選題主義でないといふだけのことで
あります。だから非自由選題は不自由選題ではあ
りません。雑誌などによく私を不自由選題の加く
に思って非難する人がありますが，私は自由を尊
びます。どこまでも児童の自由を尊重します。尚
又自ら選んで書くことも一の方法であると認めま
す。綴方教授の目的を達する手段として，自由に
選題させることがよい場合には自由選題を，課題
がよい場合は課題でやる。要するに選材を方便と
見るのであります。だから私が自由選題に杭して
戦ふのは自由選題一点張りで通すのが悪ひといふ
のです。
(注６）工清定氏は能美郡根上町福島の生れ。大正１２
年石川師範学校本科一部卒業，能美郡小島尋常高
等小学校へ赴任。師範学校時代，同校生の手にな
る文芸雑誌「銀扇」「パラダイス」の同人。三年
の秋，「芽生え」を創刊。編集責任者となる。大
正12年２月，６号まで続く。短歌を中心とした文
芸雑誌であった。
なお，「石川教育」に発表された工氏の論考は
次の通りである。
「童謡といふものを教へる」（237号）「童謡郊
外創作の題材的分類」（238号）「国語読本巻十一
十二韻文雑感」（239号）「旧城を護る人々へ｣(240
号）「童謡詩人小論」（241号）「若い農夫の言
葉」（242号）「収穫をおくる」（244号）「旅路は
遠い」（245号）「ふたたび収穫をおくる」（246号）
「旅を詩ふ作品を観る」（247号）「児童から観た
童謡」（249号）「深山の森に産まれた童謡」（250
号）「散策か舞踏か」（251号）「承たび収穫をお
くる」（252号）
(付記）工清定氏の略歴に関しては，奈良正一氏，梶
本須磨子氏にいろいろとご教示いただきました。
記して感謝の意を表します。
